
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ

～日本

あいち

本一の

ちビ

の元気を

201

愛

概

0 

ビジョ

を暮ら

 

 

4 年 3

 

知

概要版

 

ョン

らしの豊

3 月 

県 

版 

ン 202

豊かさ

20 

さに～ 



0 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

  策

 

Ⅰ

  

Ⅱ

 

Ⅲ

 

Ⅳ

 

Ⅴ

 

  Ⅵ

 

 

 

  

し

も

策定

策定趣旨・

 2030年

Ⅱ めざす

Ⅲ 2030年

Ⅳ 重要政

Ⅴ 地域別

Ⅵ ビジョ

リニア中

し、2020

もに、県内

定趣旨・

目的 ・

年の社会経

すべき愛知

年に向けた

政策課題と
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ョンの推進
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 2030 年

○本

○20

少

○20

○高

○尾

ク

○わ

高

１．未

２．ア

○20

さ

○日本

○世界

も

○産

３．災

○南海

取

○世

迫

○新

系

４．

○20

が

○首

象

○東海

年の社会

本県は、201

10 年から

する一方、

30年の高

齢化等によ

尾張地域の人

に人口減少

が国人口の

まっていく

未曾有の超

アジアが牽

20 年代に

れているな

本を含む先

世界経済の相

に、グロー

業構造の変

災害リスク

南海トラフの

取組が求めら

世界的な人

迫が懸念され

新興国の経済

への悪影響

リニア中央

027年度の

大幅に拡大

首都圏との産

象が懸念され

東海道新幹線

会経済の

15年の 74

2030 年ま

、老年人口

齢化率は

より、単身

人口のピー

少が始まっ

の大都市圏

く（2010年

超高齢社会

牽引する世

には、中国

など、アジ

先進国の成

相互依存関

ーバルな人

変化ととも

クの増大と

の巨大地震

られる（30

口増加や新

れ、エネル

済発展や化

響等が懸念

央新幹線開

リニア中央

大し、国土

産業活動や

れ、地域の

線やリニア

展望 

7万人をピ

までに、本

口（65歳以

27.7％（全

身世帯が大

ークは 201

っている東

圏への集中

年：5.8％⇒

会・人口減少

世界経済と

がアメリカ

ジアが最大

成長力は低下

関係やフラッ

人材獲得競争

もに、産業

と環境・エ

震がいつ起き

年以内にＭ

新興国の経

ルギー供給

化石燃料へ

念され、地域

開業のイン

央新幹線の

土構造にも

や観光面の交

強みを生か

中央新幹線

2 

ピークに人

本県の生産年

以上）は約

全国は31.

大幅に増加す

5 年。西三

東三河地域

中が進み、

⇒2030年：

少の進行

グローバル

カを抜いて

大の経済圏

下し、世界

ット化が進

争が激化

業や企業を

エネルギー

きてもおか

Ｍ８以上の

経済発展に

給の多様化

への依存など

域として環

ンパクト 

の東京都－

も大きな変化

交流が活発

かした戦略

線の中間駅

人口減少社会

年齢人口

約32％増加

6％） 

する見込み

三河地域は

は、引き続

本県の全国

6.2％） 

ル化の進展

て世界最大

として世界

界の中での

進み、企業の

またぐ労働

リスク 

かしくない状

の地震が起き

に伴い、資源

等の対応が

どにより、

環境負荷低減

－名古屋市

化をもたら

発になる一方

略的な地域づ

駅を生かすこ

会へ移行 

（15～64 歳

加 

み 

は 2020 年。

続き減少が

国の中での

展 

大の経済大国

界経済を牽

日本のプレ

の世界展開

働移動が拡

状況にあり

きる確率は

源・エネル

が求められ

地球温暖化

減の取組が

間の開業に

らす 

方、首都圏へ

づくりが求

ことが求め

歳）は約 1

2008 年を

が続く 

の人口ウエイ

国になると

牽引  

レゼンスは

開が加速する

拡大 

、防災・減

は60～70％

ルギーの需

れる 

化の進行や

が求められ

により、交

へのストロ

求められる 

められる 

0％減

をピー

イトは

と予測

は低下 

るとと

減災の

％） 

需給逼

や生態

れる 

交流圏

ロー現
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◆2027

中京

で開

 ◆リニ

つき

圏」

に後

 ◆中京

役割

人

 めざす

＜中京大都

リニア

 ～5千

7年度のリ

京圏に及ぶ

開通する20

ニアのイン

きが強い広

」とし、首

後背圏を広

京大都市圏

割を担って

・モノ・カ

関西圏 

すべき愛

都市圏のイメ

アを生かし

千万人リニア

 

リニア中央

ぶ範囲で、人

045年まで

ンパクトを

広域エリア

首都圏の吸

広げていく

圏は、リニ

ていくととも

カネ・情報を

世界へ直

 

愛知の姿 

メージ＞ 

し、世界

ア大交流圏

央新幹線の東

人口 5 千万

では、この

を最大限に生

ア（名古屋を

吸引力に対

。 

ア大交流圏

もに、この

を惹きつけ

中

直結 

40分交通

界の中で存

圏の西の拠点

3 

東京都－名

万人規模の

の地域がリニ

生かし、名

を中心とし

して独自の

圏の中で、

の地域の多

けていく。

中京大都市圏

通圏 

北陸圏 

5千万
一大産

存在感を

点として、人

名古屋市間

の巨大な大

ニア大交流

名古屋を中

した 80～1

の機能を備

世界と直結

様な魅力を

圏

５千万人
大交流

静
岡
方
面

中津川 
飯田方面

万人リニア大
産業拠点として

を発揮す

人、モノ、カ

間の開業に

大交流圏が誕

流圏の西の

中心に社会

100km 圏）

備えながら

結する一大

を発信しな

リニア
流圏 

静
岡
方
面

名古屋 

大交流圏の中で
て存在感を発

る中京大

カネ、情報を

より、首都

誕生する。

の拠点とな

的・経済的

を、「中京

、北陸圏、

大産業拠点と

ながら、国内

首都圏 

リニア中央新

東海道新幹線

  中京大都市圏

で 
発揮 

大都市圏

を呼び込む

都圏から

。大阪ま

る。 

的な結び

京大都市

、関西圏

としての

内外から

新幹線 

線 

圏内の主要都市

 

む大都市圏



 

 

 

 

 

◆広域

境の

ら集

◆拡大

ロー

ロー

◆さら

ビス

長産

◆こう

強く

 

グロー

成長市

＜産業の

日本の

   ～企

域道路ネッ

の優位性が

集まった人材

大する世界経

ーバルな生産

ーバルな中枢

らに、リニア

ス産業等とも

産業への展開

うした活発

くリードし

ーバルな 

市場への展開  

の革新・創造

の成長を

企業や人材が
 

トワークの

が高まる中、

材が切磋琢

経済の中で

産ネットワ

枢性が高ま

アの開業に

も連携し、

開が進んで

発な展開のも

ていく。 

 

造拠点のイメ

をリードす

が集まり、

の整備やリ

国内外か

琢磨しなが

で、この地域

ワークを構築

っていく。

により生まれ

相乗効果が

でいく。 

もと、産業

企

 

 

モノづくり産

首都
サ

 技術

メージ＞ 

する産業

革新的な技

4 

ニアの開業

から企業が集

がら、革新的

地域の企業は

築するなど

 

れる大交流

が図られな

業の革新・

企業・人材の獲

 

中京大都市
産業のグローバ

リニア大交
都圏の高度な都
サービス業との

立地環境

術 

産業の

革新・創造

業の革新

技術の創出や

業などによ

集まり、県

的な技術を

は積極的に

ど、この地

流圏の中で

ながら、ビ

創造拠点と

獲得 

 

圏 
バル中枢性の向上

流圏 
都市機能や
の連携 

人材 

造

 

・創造拠

や成長産業

り、中京大

県内で育った

次々と生み

に成長市場に

地域における

で、首都圏が

ジネスモデ

として、わ

グロー

生産ネ

 

上

拠点 

業への展開が

大都市圏の

た人材、国

み出してい

に展開し、

るモノづく

が持つ高度

デルの高度

わが国の成

ーバルな 

ネットワーク

が進む最強の

の立地環

国内外か

いく。 

またグ

りのグ

度なサー

度化や成

成長を力

クの構築 

の産業県



 

 

 

  

  

  

 

 

 

  ◆人口

国籍

ジに

 ◆前向

キャ

ち、

齢期

康で

 ◆あわ

境と

社
会
の
支
え
手
と
し
て
活
躍 

＜生涯の

外国人の暮ら

安心安

～

口減少社会

籍に関わら

において活

向きにチャ

ャリアを形

地域全体

期にも企業

で安心して

わせて、地

と地域経済

の活躍を応援

らし、活躍を応援

安全で、

～人が輝き、

 

会を見据え

らず、多様

活躍し、全

ャレンジす

形成してい

体で子育て

業や社会で

て地域で暮

地震や犯罪

済の発展が

援する社会の

 

 

 

 

 

就

結婚・

定

確
体

 

援する社会 

誰もが夢

女性や高齢

え、男女を

様性を認め合

員参加で支

する人が育

いくことがで

てを支える社

能力を発揮

らすことが

罪などから

が両立できる

イメージ＞

 
 

 

 
高

働き

就職 

出産 

定年退職 

職
を

確かな学力・ 
体力を身に付ける

子

 若者

夢と希望

齢者、障害

5 

問わず、若

合いながら

支える社会

育ち、仮に

できる社会

社会、女性

揮できる社

ができる社

県民の命や

る持続可能

 

 

 高齢者

き盛り
女

活

経験

企業

地

子

職業観・勤労観
を身に付ける 

る 

住み
安心

学び直

子ども 

者 

望を抱き

害のある人な

若者から高

ら、誰もが

会をめざし

に失敗して

会、希望す

性が元気に

社会、さら

社会を実現

や財産を守

能な地域社

 

 

 
転職しなが

キャリアア

女性が働き続け

活躍 

験や能力を生か

業や地域で活躍

地域で安心して

子育て 

み慣れた地域で
心安全に暮らす

し 

障害の

、活躍す

など、すべ

高齢者まで

がそれぞれ

していく。 

ても再チャ

する人が家

に働き続け

には、人生

現していく。

守ることが

社会を築いて

がら 

アップ 

し

 

 

 

 再

医

高

子

 

のある人の暮らし

高

 
前

応

する社会

ての人が活

で、障害の

れのライフ

レンジし

家庭や子ど

けられる社

生90年時

。 

ができる社

ていく。 

再チャレンジを応

医療・介護・見守

高齢者の暮らしを

子ども・子育てを

女性の活躍を応

し、活躍を応援

高齢者の活躍を応

前向きに挑戦する

応援する社会 

会 

活躍する愛知

有無や

ステー

ながら

もを持

会、高

代を健

会、環

応援する社会

守りなど 

を支える社会

を応援する社会

応援する社会 

する社会

応援する社会

る人づくりを 

知 


